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体育館
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◇開会式開会式１６：００（予定）司会星久美子さん

（県立鶴見高等学校）

１．開会のことば

アンデパンダン大会実行副委員長

県立相模田名高等学校吉田美里さん

２．放送アンデバンダン大会実行委員長あいさつ

県立座間高等学校大貫祝和君

３．神奈川県高等学校視聴覚教育研究会会長あいさつ

県立厚木南高等学校長五十嵐勲先生

４．神奈川県総合文化祭放送部門講評

ビデオメッセージ部門ＴＶＫテレビ（特別審査員）

業務本部理事内田慎一殿

オーディオピクチャー部門ＦＭヨコハマ（特別審査員）

殿

５．審査結果発表・表彰

放送アンデパンダン大会実行委員長

県立座間高等学校大貫祝和君

総合文化祭放送部門運営委員長

県立大師高等学校小林正英先生

６．閉会のことば

アンデパンダン大会実行副委員長

県立瀬谷西高等学校伊木良太君

､塾曰ｸﾞグ

･趨幽jプ
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会場案内

県立座間高等学校
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【特別審査員／顧問】
○本部・・・南棟２Ｆ会議室○顧問控え室・

【生徒／一般】
○総合受付・・・・・生徒昇降口
○委員校／役員校・・南棟３Ｆ第一演習室
○生徒審査員控え室・東棟４Ｆ社会科教室
○集計室・・・・・・北棟２Ｆコンピュータ室
○発声練習場・・・・体育館西側
○生徒控え室・・・・南棟４Ｆ１－１，１－２，１

第４演習室
【審査室】
○アンパン／アナウンス・・・北棟３Ｆ２－１
○アンパン／報道・文芸・・・北棟３Ｆ２－３
○アンパン／放送劇Ａ・・・・北棟３Ｆ３－５
○アンパン／放送劇Ｂ・…・北棟３Ｆ３－７
○アンパン／朗読Ａ・・・・・北棟４Ｆ２－４
○アンパン／朗読Ｂ・・・・・北棟４Ｆ２－６
○アンパン／ＤＪ．．・・・・北棟４Ｆ第６演習室
○アンパン／ＤＪﾘﾊｰｻﾙ室・・職業室

●総文祭／アナウンス・ＡＰ東棟５Ｆ視聴覚教室
●総文祭／朗読・ＶＭ北棟３Ｆ理科講義室
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第３７回神奈川県高等学校放送アンデパンダン大会

第１７回神奈川県高等学校総合文化祭放送部門

役員枝・委員枝業務分担

く役員校＞

・県立大師

・県立座間

・県立相模田名・県立横須賀

・県立瀬谷西・県立鶴見

･県立新城

･県立多摩

く委員枝＞

○横浜

・県立横浜翠嵐・県立白山・横浜市立金沢・私立捜真女学校

○川崎・横須賀・三浦

・川崎市立商業・県立柿生・県立川崎北

○北相・西相

・私立東海大学付属相模・県立大和西・県立大和

○湘南

・県立平塚江南・県立茅ケ崎

く業務分担＞

○本部：県立鶴見・県立多摩

○受付：県立新城・県立相模田名

○集計：県立座間

○褐示：県立瀬谷西・県立大師

○開会式：県立座間・県立新城

､白i鑓,、

hU趨苫ｶブ

く審査補助＞

【アンデパンダン大会】

○アナウンス：私立捜真女学校

○朗読Ａ：市立金沢○朗読Ｂ：県立柿生

○ＤＪ：県立平塚江南○報道・文芸：県立茅ケ崎

○放送劇Ａ：川崎市立商業○放送劇Ｂ：県立大和西

【総合文化祭放送部門】

○アナウンス・ＡＰ：私立東海大相模

Ｏ朗読・ＶＭ：県立横浜翠嵐

－４－



第３７回神奈川県高等学校放送アンデパンダン大会

曼巨方伍要二令頁

生徒相互の主体性を尊び、創造性と協調性を向上させ、正しいマ

スコミュニケーションの理解をはかる。また、高校生の豊かな創

造性を育み、芸術的感性の向上をめざす。あわせて校内放送活動

の活性化をはかる。

１．自白勺

主イ崔‐主宅雪

【アンデパンダン大会】

主催：神奈川県高等学校視聴覚教育研究会

主管：神奈川県高等学校視聴覚教育研究会

２．

校内放送委員会
､芭幽ツ

３．Ｅヨ日寺
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０２年１１月１０日（日）

委員枝・役員枝・審査員集合

受付

作品提出

審査

閉会式

３０（会場準備８:４０～９:00）

００～ｇ：３０

１０～ｇ：４０

００～１６：ＯＯ

ＯＯ～１７：００

８
９
ｇ
ｏ
６

１
１

４．会土易二県立座間高等学校

５．善晏カロ雲藪1名

２００２年］0月現在、神奈Ⅱ|県高等学校視聴覚教育研究会加盟枝に在学

し、校内放送に携わっている放送部・委員会の生徒であること。

ただし、参加できるのは１，２年生とし、審査員説明会と大会当日、審査
､'富iピッ 貝を出さない学校は参ｶﾛ資格がないものとする。審査員は１名以上とし，

３年生でもよい。※ＤＪ部門のみ３年生の参加も可とする。

６．吉旧Ｆ弓一謹晏カロニ卒こ委文一曇二カ口曼雪長月

【アンデパンダン大会】

－５－

アナ 朗読 報道 ＤＪ 文芸 放送劇

参加本数 ５人 ５人 ２本 １本 １本 １本

参加費用 １作品／１本毎６００円



垂三章ラ

アナウンス・朗読

番組制作

７．

各会場１～６位

各会場１～４位

８．審査

①参加校各１名以上の生徒が審査にあたる。

②審査員は次の注意を守ること。

☆部長（委員長）もしくはそれに準じる者であること。

☆大会当日中の交代は不可。

☆１０月１３日（日）の審査員説明会に出席すること。

☆３年生も可

９．審査望墓葬皀～フ言夛去

①高校生として望ましいアナウンスメント朗読、番組であること。

②別紙、「審査の観点」に基づき、審査を行なう。

③規定違反の場合、原則として減点・失格の対象となる。

④詳細については、審査員および大会実行委員長の協議による。最終判断は、

大会実行委員長の責任において行なう。

､ifi3Ajｸﾞｨ

１０．ブヒ会＝笥曰○つ至乏イ寸

①受付ｇ：００～ｇ：３０

受付でプログラムを受け取り、審査会場・番号を確認して、封筒・スクリ

プト（２部）・テープに記入する。番組部門は著作権処理受付で、支払い

等を必ずする。

②封筒提出ｇ：１０～ｇ：４０（時間厳守）

記入を終えた作品封筒を各審査会場に各自持参し、審査補助係に提出する。
民公Ａ函へ八ＡへハハハがＵ■ＡザＵ屯、灸ハデＵもＲ￣

ニーダーニーブ巨会言者夫見定11.フーニンニデ'く
､&ii鑿〆

Ａフープ－面フニーニ＜音IBF弓言者夫見プ這

①内容：自校のニュースや解説など、高校生活を語る若者の声を内容とし、

原稿は自作したものに限る。原稿と実際のアナウンスに相違があっては

ならない。

②時間：１分１０秒～１分３０秒。

蚤員入~邸aを含む。
③計時：最初の声から最後の声までとする。但し、キューサイン直後から読

み始めるようにすること。

－６－



Ｂ巨月言売音旧Ｆ弓言壱;夫見ブセ

①内容：次の５作品から１編を選び、自己の表現したい部分をきめて朗読す

る。作品の脚色は認めない。また、原稿と実際の朗読に相違があっ

てはならない。

１菊池寛「恩讐の彼方に」（新潮文庫）

２庄野潤三「貝がらと海の音」（新潮文庫）

３有吉玉青「身代わり」 （新潮文庫）

４０.ヘンリ「０.ヘンリ短編集（１）～（３）」（新潮文庫）

（１）～（３）どれでもよい

５「竹取物語」（現代語訳は不可とする）

＊（）内の出版社に限る

②時間：１分３０秒～２分００秒。
、SjHfヅ

番号～氏名～作者-名～作品名 を含む。

する。但し、キューサイン直後から読③計時：最初の声から最後の声までとする。

み始めるようにすること。

ｃ番糸目帝Ｉｊイ乍吉ＢＦ弓言壱『夫見定

①種類と時間：

文芸

録音ＤＪ：９分２０秒～１０分００秒

（注意）使用するデッキの回転誤差がありうるため、９分４０秒程度で

制作することが望ましい。

報道：６分３０秒～７分００秒

放送劇：１５分００秒以内

②内容：

生徒自らの創作に限る。

文芸に含まれる作品は次のような作品とする。

ア)劇形式を主としないもの。イ)ナレーションが中心となるもの。

ウ)創作で朗読形式をとるもの。

③制作者：

３年生の協力も事情によっては認めるが、その場合はスクリプトの末尾

に学年・氏名・係（役）を明記すること。

④使用テープ：

ア)往復録音時間３０～６０分のカセツトテープを使用。

イ)Ａ面のみに録音。Ｂ面は消去しておく。

※テープの種類は問わない。

⑤録音・再生：

ア)左右両チャンネルに同じ音を録音する。

イ)審査は、モノラル、ノーマルポジション、ノンノイズリダクションで

､篭当ロ

－７－



再生して行なう。

ウ)録音はリーダーテープの直後から始め、最後に「制作はＣＯ高等学校

放送部（委員会）でした」というクレジットコールを入れる。

⑥計時：

ア)審査補助係が、テープがリーダーテープ直後になっていることを確認

し、デッキに入れて、ポーズ状態にする。

イ)計時は最初の音が出た瞬間からクレジットコールの最後までとする。

ウ)クレジットコール終了とともに再生を終える。その後にどんな音が入

っていても審査の対象とはならない。

⑦ラペル：

ア)テープケースに別紙１６の「作品票」を貼ること。

イ)テープ本体のＡ面に、部門名・会場名（当日わかる）・学校名（略称

可）を明記した紙を貼ること。

⑧著作権処理について

hi盤iソ’

著作権処理について|をよく読んで、 適切に処理すること。１８

Ｄ＝ＥＣＪ弓霊Ｆ糸目吉旧Ｆ弓言者夫見定

①種類と時間

生ＤＪ：１０分００秒以内（セッティング時間を含む）

②内容：生徒自らの創作に限る。

最低３曲以上の楽曲を使用すること。

③制作者・出場者：

４名までの出場を認める。３年生の参加も可とする。

ただし、当日アナウンス・朗読部門に出場する生徒は出場

できない。

④計時：生ＤＪ審査補助係のコールに続く審査員のキューにより計時をス

タートさせ、出場枝はセッティングを開始し、そのまま番組を

始める。最後のクレジットコール（例：「担当は・・・高校放送部

でした」）終了時に計時をストップする。

⑤規格：

ｉ音源：ＣＤのみステレオ再生

（複製音源（ＣＤ－Ｒなど）使用不可）

Ⅱ使用機材：ＣＤデッキ３台・マイク２本・ミキサー１台

ｉｉｉＱシート：番組の進行の大まかな流れを説明するＱシートを作成し、

２部提出する。用紙はＡ４、記入の内容は自由。

⑥リハーサル：

別室において同じ機材を用いて１０分以内で行うことができる。

､iUAfツ

－８－



１２．ニミクリブトｌ＝眉昌する夫見定

①神奈川県高等学校視聴覚教育研究会で作成した原稿用紙を使用する。
作品１本（１人）について２部提出する② ｡

③第４９回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテストの様式規定に従って作成する。
☆アナウンス・朗読→様式規定１☆番組一様式規定３

☆生ＤＪ一形式は自由（Ａ４用紙を使用する）

④スクリプトとテープを角３の封筒に入れ、封筒の表にはスクリプトの表紙と
同様の記載をする。

⑤スクリプト表紙（及び封筒表書）の見本

＜アナウンス、朗読＞ ＜番組＞

報
道
部
門

朗
読
部
門

゛口電H日プ

学
校
名

学
校
名

制
作
代
表
者

タ
イ
ト
ル

再
生
時
間

作
者
名

作
品
名

氏
名

ＪＢ
会
場

肛宮
田
輝

夏
目
漱
石

こ
こ
ろ

[Ａ］

県
立
神
奈
川
高
等
学
校

県
会
。
△
高
等
学
校

神
奈
川

場 ｇあ

分あ

４０青

秒春

[13］

番

Ｊｍ
番

Ⅲ

次
郎

udjソ,

注意１

注意２

アナウンス部門は、作者名・作品名は不要。

［］のなかは、大会当日、プログラムを見て記入する。

１５．こそ○つイtL2

上記以外の規定については、第４９回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト神奈

川県大会の実施要領に準じる。

－９－



第３４回神奈川県高等学校放送アンデパンダン大会

役員一覧

１．実行委員

実行委員長大貫祝和

実行副委員長中野可愛

実行副委員長伊藤真委子

実行副委員長星久美子

実行副委員長吉田美里

実行副委員長伊木良太

実行副委員長荒jll春介

前実行委員長新名啓子

(県立座間高等学校）
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ｊ
ｊ
ｊ
学
校
ｊ
ｊ

枝
校
校
等
学
校
校

学
学
学
高
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学
学
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高
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鶴
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新
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県
県
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県
県
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く
く
く
く
く
く
く

､i趨幽

２．補助教員

小林正英（県立大師高等学校）

石川岩夫（県立相模田名高等学校）

木幡悦子（県立新城高等学校）

金子英樹（県立横須賀高等学校）

海部弘（県立多摩高等学校）

下田加容子（県立座間高等学校）

佐々木新（県立瀬谷西高等学校）

上前悟（県立鶴見高等学校）

､i趨幽

－１０－



第３７回神奈川県高等学校放送アンデパンダン大会

審査の観点

＜アナウンス＞

①配点と観点

１点数は１００点法とする。

２原稿に関する項目を３０点、アナウンスの技術に関する項目を７０点と

する。

３原稿

・素材の選び方・文章表現の確かさ・内容の深さ

４アナウンスの技術

・マイクの使い方・発声及び発音・アクセント・プロミネンス

・イントネーション・テンポ・ポーズ

②審査上の留意点

１基礎的・基本的事項の不備なものに高い評価をしない。（特に鼻濁音、

無声化、語尾の延びについて）

２元気があって明るいのはよいが、いわゆるコンテスト調（歌い上げる調

子のもの）に高い評価をしない。

３自然で張りのある若々しいアナウンスを高く評価する。

、篭幽茂プ

＜朗読＞

①配点と観点

１点数は１００点法とする。

２原稿に関する項目を３０点、朗読の技術に関する項目を７０点とする。

３原稿

・作品の選び方・朗読部分の抜き出し方

４朗読の技術

・マイクの使い方・発声及び発音・アクセント・プロミネンス

・イントネーション・テンポ・ポーズ・内容の把握・表現の仕方

②審査上の留意点

１基礎的・基本的事項の不備なものに高い評価をしない。（特に鼻濁音、

無声化、語尾の延びについて）

２作り声、過度の感情移入、あるいは自分一人で酔っているような朗読に

ついては厳しく評価する。

３自然で、深みがある朗読を高く評価する。

屯麺彰

－１１－



＜報道＞

①配点と観点

１点数は、１００点法とする。

２テーマ点を５０点、制作技術点を５０点とする。

３テーマ点（５０点）

ａ・テーマをよく捉え、見事に表現している（５０点）ｂ・テーマにふさ

わしい（４０点）ｃ、テーマにふさわしいが、いま－歩（３０点）ｄ・テ

ーマがややずれている（２０点）ｅ・テーマにふさわしくない（１０点）

４制作技術点（５０点）

（１）制作の手法（２）取材の方法や努力（３）企画と構成

（４）演出と編集（５）技術（録音の技術、アナウンスやナレーションの技

術、音楽や効果音の使い方など）

ａ．特に優れている（５０点）ｂ、優れている（４０点）ｃ、普通であ

る（３０点）．．やや劣る（２０点）ｅ、はなはだしく劣る（１０点）

②審査上の留意点

１制作時間及び制作方法に関する参加規定に抵触していないかどうか。

２他のコンクールに出品したもの、またはそれを手直ししたものでないか、

どうか。

３放送局の番組を主体としたものでないかどうか。

＜文芸・放送劇＞

①配点と観点

１点数は、１００点法とする。

２テーマ点を５０点、制作技術点を５０点とする。

３脚本点（５０点）

テーマに対し、適切な素材を選び、効果的に表現しているか。

ａ．すばらしいできばえである（５０点）ｂ、良く出来た内容である（４

０点）ｃ・内容はよいが、いま－歩（３０点）ｄ・平凡でおもしろくな

い（２０点）ｅ、もう少し勉強してみては（１０点）

４制作技術点（５０点）

（１）制作の手法（２）取材の方法や努力（３）企画と構成（４）演出と編集

（５）技術（録音の技術、アナウンスやナレーションの技術、音楽や効果音

の使い方など）

ａ．特に優れている（５０点）ｂ、優れている（４０点）

ｃ・普通である（３０点）．．やや劣る（２０点）

ｅ、はなはだしく劣る（１０点）

②審査上の留意点

１制作時間及び制作方法に関する参加規定に抵触していないかどうか。

２他のコンクールに出品したもの、またはそれを手直ししたものでないか

どうか。

３放送局の番組を主体としたものでないかどうか。

､GiKiiツ

､KHifソ！
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＜ＤＪ＞

①配点と観点

１点数は、１００点法とする。

２脚本点を５０点、制作技術点を５０点とする。

３脚本点（５０点）

表現したいテーマに対し適切な素材を選び、効果的に表現しているか。

ａ．すばらしいできばえである（５０点）ｂ、良く出来た内容である（４

０点）ｃ・内容はよいが、いま－歩（３０点）ｄ・平凡でおもしろくな

い（２０点）ｅ、もう少し勉強してみては（１０点）

４制作技術点（５０点）

（１）制作の手法（２）取材の方法や努力（３）企画と構成（４）演出と編集

（５）技術（録音の技術、アナウンスやナレーションの技術、音楽や効果音

の使い方など）

ａ．特に優れている（５０点）ｂ、優れている（４０点）

ｃ・普通である（３０点）。．やや劣る（２０点）

ｅ、はなはだしく劣る（１０点）

竃f鐘ロ

②審査上の留意点

１制作時間及び制作方法に関する参加規定に抵触していないかどうか。

２他のコンクールに出品したもの、またはそれを手直ししたものでないか

どうか。

３放送局の番組を主体としたものでないかどうか。酒HSDjグ

－１３－



第３７回神奈川県高等学校放送アンデパンダン大会

審査員一覧

＜アナウンスＡ＞

伊木良太（県立瀬谷西）

金子都美（県立座間）

小菅綾（県立有馬）

佐藤陽平（県立横浜翠嵐）

高瀬真理（私立法政大学女子）

＜朗読Ａ＞＜朗読Ｂ＞

猪俣美菜（県立元石川）藤堂孝

岩澤亜沙美（川崎市立商業）日置秀馬

臼居順子（横浜市立金沢）山口朋美

坂本達也（県立多摩）藤井亮太

荒川瑞穂（県立神奈川総合）岩淵佑馬

岸健太郎（私立麻布大学淵野辺）江尻綾子
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ｊ
ｊ
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く
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く

b6ii塗沙

＜報道・文芸＞

飯野正顯（横浜立南）

清水絵里（私立相模女子大学）

北村紗帆（県立市ヶ尾）

大塚直輝（横浜市立戸塚）

片岡友美（県立足柄）

＜ＤＪ＞

小俣亮

増島一成

児玉修平

竹下正洋

深澤伸也

（私立向上）

（私立法政第二）

（県立永谷）

（私立日本大学）

(県立横浜日野）

､趣iヅ

＜放送劇Ｂ＞

鈴木エリカ

鈴木美陽子

安西望

冨樫美香

中上晃子

＜放送劇Ａ＞

粂恵子

桑島亜希

瀧澤あい

金崎晃子

持丸愛

（私立日大藤沢）

（県立追浜）

(県立海老名）

(県立大師）
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崎
ｊ
ｊ
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(私立捜真女学院）
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第３７回神奈川県高等学校放送アンデパンダン大会

エントリー一覧

【アナウンス部門】

愚愚′
－１５－

T芭凹■プ

ａ

、』幽巴〆

Ｎ◎ 学校名 氏名 学年

2５ 県立座間 千葉さゆり ２

2６ 県立相模田名 吉田美里 ２

2７ 県立野庭 加藤真央 １

2８ 県立六ツ川 北村光 １

2９ 県立永谷 山本永緒紀 １

3０ 県立足柄 大森佐恵子 ２

3１ 県立大和東 尾花季恵 ２

3２ 私立法政大学第二 兼坂尚宏 １

3３ 私立相模女子大学 加山恵子 ２

3４ 県立有馬 戸嶋舞鈴 １

3５ 私立注政大学女子 竹内文音 １

3６ 県立座間 吉澤敦子 １

3７ 県立大和西 井上愛美 １

3８ 県立六ツ川 大橋幸恵 １

3９ 県立市ヶ尾 朝倉光代 ２

4０ 県立足柄 内藤隼人 ２

４１ 県立横浜翠嵐 山川真広 １

4２ 県立金井 近藤麻由 １

4３ 私立i失政大学女子 佐藤まりの ２

4４ 県立大和東 耒住洋輔 ２

4５ 県立野庭 石田香織 １

4６ 県立新城 田中靖子 １

4７ 私立童士貝圧 河野恵 １

ＮＣ 学校名 氏名 学年

１ 県立有馬 渡辺翼 ２

２ 県： Z大和西 上野碧 １

３ 県； Z六ツ川 重野友佳 １

４ 私Ｉ Z富士見丘 沖久真鈴 ２

５ 県： Z神奈川総合 下條永美子 ２

６ 県Ｉ Z大和西 小林達也 １

７ 県： Z元石川 畠山千春 ２

８ 県： Z神奈川総合 妹尾悠美

９ 県； Z横浜翠嵐 結城伸樹 ２

1０ 県‘ Z平塚江南 露木吾子 １

（１１ 私立法政大学第二 荒井健一 １

A２ 県立多摩 山崎江里子 ２

／

1３ 県立大和東 小鑑かおり ２

1４ 県立大師 伊藤真委子 ２

1５ 県立六ツIIl 白石真弓 １

1６ 県立神奈｣||総合 比嘉まどか １

1７ 県立横浜翠嵐 喜納彬光 ２

1８ 県， Z平塚江南 橋本真喜子 ２

1９ 私ィ Z法政大学第二 大山慎史 １

2０ 県Ⅱ Z元石川 吉田紳一郎 １

2１ 県： Z大和東 佐々木舞 ２

2２ 県： Z横浜翠嵐 中川原由健 １

2３ 県立平塚江南 長尾桂江 １

2４ 私立法政大学第二 岡部真典 １



iＩ
読部門……Ｉ

､Giif翅’

１，h超ﾑツ

に）

1

塵
一
和

N◎ 学校名 氏名 学年

１ 県立六ツ川 再現Ｆｈ纈子 ２

２ 私立相津 中村祐in １

３ 県立大和西 三好利予 １

４ 市立金沢 Ｉ松本美那海 ２

５ 県立小田原 柚村歩 ２

６ 県立元石川 福本健史 ２

７ 私立樫亘女学校 福崎菓墓子 １

８ 県立市が尾 白石優子 １

９ 私党洪政大学第二 高木惇矢

1０ 私立相洋 ’橋本和贄 １

1１ 県立座間 加島慎也 ２

1２ 私立向上 小林明子 １

1３ 県立野塵 吉田益鈍

1４ 県立有馬 和泉文香

1５ 県立懇員 笠井-輝

1６ 皿立磐田 尾崎幸大 ２

1７ 私立向上 星野真実 ２

1８ lRL行;自転 益田枝理子

1９ 県立横浜翠嵐 吉崎功二 ２

2０ 県立相模田名 押久保千尋 ２

2１ 私行遍子圏戌 澁田裕介 １

2２ 県立平塚江南 水i奇厘篝 ２

2３ 市立南 篠塚真帆 １

2４ 県立遥沢 福島希 ２

2５ Ｉ興行翻容F石 松本隆犬 １

2６ 凪古屋ｵ宙 伊繭洋子 ２

2７ 私立裟政大学第二 山晶盲典 Ｉ

2８ 県立平塚江南 岩崎恩 １

2９ 県立多廊 渡遜雅子

3０ 県立大和東 星上尚子 ２

3１ 県立神奈j１１工璽 金趨広志 １

3２ 私行庭布夫付屡裂野切 木谷正慈 １

3３ 県立六ツⅡＩ 擦粂棲窪 ２

3４ 県立神奈111総合 子安由利子 ２

3５ 乳行洪赴大学垂牢デー￣宮崎と画実 ２

3６ 私立糟宜女筆校 飯田砂織 ２

3７ 市立金沢‘、=～ 宣林鐡央 ２

3８ 県立多曲←~ノノ 名取３６ゆみ
3９ 県立大和東）＝～ 小1ﾗﾄﾞ/1:t太 ２

4０ 県立大蜥
￣〆

和色恵里呑 ２

4１ 県立大和西－－二一
〆

沢田麟日 １

4２ 私立童士見丘 鈴木亜沙美 １

4３ 市立戸塚 篠塚察保子

4４ 県立元石川 内村Ｉ圓孝

4５ 県立金井 安中眞理子 １

4６ 私党裟政大学女子 雑賀朋子 ２

4７ 私立童士貝匠 浅沼友佳理 ２

4８ 県立海老名 川上貴弘 ２

4９ 県立座間 大涜ゆかり １

5０ 県立神奈川総合 西蝋悠 ２

5１ 県立神奈lIlエ業 平井大輔 ２

Ｎ◎ 学校名 氏名 学年

１１
ノ ２

県立多摩

県立神奈川総合 ’
山崎友花

原田朋美 ２

３

４

５

６

７

８

９

1０

1１

1２

1３

1４

1５

1６

1７

1８

1９

2０

2１

2２

2３

2４

2５

2６

2７

2８

2９

3０

3１

3２

3３

3４

3５

3６

3７

3８

3９

4０

４１

4２

4３

4４

4５

4６

4７

4８

4９

5０

５１

市立南

県立横浜翠嵐

私立法政大学女子

県立大師

市立南

県立金井

県立六ツ川

私立相洋

県立座間

私方携政大学箪二

県立神奈川総合 １
県立元石川

市立戸塚

私立日本大学

県立海老名

私立麻布大付渕野辺

県立平塚江南

私立篇士貝丘 ｜；
県立座間

県立大和東

県立元石ⅡＩ

私立相洋 Ｉ
県立市ヶ尾

県立神奈111エ薬

私方覧士圓斤

私立塞致大学第二

県立大和西

県立平塚江南

私立相洋

県立六シ111

私立向上

県立汲沢

県立足柄

私行檸宜女学鎧

県立野雇

県立座間

市立金沢

県立大和西

県立豊田

iEA寺庭布大ｲｫｾﾞ判野初

市立ⅡI崎商業 Ｉ

市立戸塚

県立神奈川エ案

県立多摩

私立塗政大学第二

私立注政大学女子

県立追浜

県立日野

市立金沢

鷲平由布紀

木村咲子

宇治橋美穂

高橋恵美

嶋麹直哉

平野賢治

寺濁曇

杉本竈介

落合香織

長島秋介

松川充

川崎ゆかり

塚原麻衣

関根一樹

國子鋼

松田藻太郎

昆塞甫鈩

柏原宏蘂

都志みどり

立岩麻衣

佐藤奈津葵

松本端

元木珠美

長崎啓司

小１１１美iMH子

田上祷音

石渡希

原育子

相磯優

田島宣誓

中村早紀

日野杏奈

大石昭彦

葉山悠

森鯨介

平石画恵

大塚雄一

谷田夏美

三浦絃子

戸田篤志

穂麓多恵子

井手上大樹

芳賀誉幸

大堀貴彩

売村蜜憲

中西絵里子

大貫賢志

鈴木香苗

渡辺りつ子
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【放送劇部門】

Ｂ会場

Ifiil篝
【文芸部門】【ＤＪ部門】

、３３３画ワ

【報道部門】

Ｐ■

１ム立法大鍋女子２

２立工，エ１

３立窒政女子戸２

４私立法政大学第二高木惇矢１

、&淫日プ

－１７－

Ａ会場

－－へ

N◎ 学校名 氏名 学年

１ 王AfTg差ｺｷT★自生ｲﾏf鹿鞘I毘予iﾌﾟﾛ 松田拓也 １

２ 県立平塚江南 兼石崇弘

３ 哩吉座n日 落合香織 ２

４ 興行;自渥 益田枝理子 １

５ 県立大和西 三好利予 １

６ 県立茅ヶ崎 手島未来 ２

７ 私立法政大学第二 三谷健太

８ 相模田名 押久保千尋 ２

ＮＣ 学校名一一～ 氏名 学年 ﾒﾃﾞｨｱ

私立窪政大学露二 由上 詩音 ２１録音
２ 私立日本大！誤／ 柵下正洋 １ |，録音
３ 県立多摩 ／ 冶蒲狩里 録音

４ 私立日大繭|Ｒイノ柳下和哉 １ 録音

５ 私立麻布大挙1,卜属ｉｉ癖辺 小坂研二 ２ 生

６ 県立海老名 関原和裁 ２ 生

７ 県立鶴日 斎藤遼介 生

N◎ 学校名 氏名 学年

１ 私立法政大学女子 宇治橘美穂 ２

２ 県立平塚江南 長尾佳江 １

３ 私立法政大学女子 宮崎興実 ２

４ 私立法政大学第二 高木惇矢 １

Ｎ◎ 学校名 氏名 学年

１ 県立足柄 伊藤洋子 ２

２ 県立神奈川総合 秋葉典子 ２

３ 私立東海大学付属相模 竹内まゆ ２

４ 県立神奈川エ業 金澤広志 １

５ 県立海老名 田中結

６ 県立有馬 瀬戸慣之 １

７ 私立注政大学女子 雑賀朋子 ２

８ 県立金井 平野賢治 ２

Ｎ◎ 学 枝/名 、
氏名 学年

県立多摩 ／ ノ Ｌ b本 綾子

２ 県立追浜
ゴー～ 炭質賢志 ２

３ 県立足柄 ～－ニノ 大石昭彦
４ 私立挨政大学第二 田上塒音 ２

５ 県立鶴見 笠井一錘 １

６ 県立金井 森下沙希 ２



第１７回神奈川県高等学校総合文化祭放送部門

実施要領

１．目的：生徒相互の主体性を尊び、創造性と協調性を向上させ、正しいマス

コミュニケーションの理解をはかる。また、高校生の豊かな創造性を

育み、芸術的感性の向上をめざす。あわせて校内放送活動の活性化を
はかる。

２．主催・主管

主催：神奈川県高等学校文化連盟

神奈川県高等学校視聴覚教育研究会

神奈川県教育委員会

主管：神奈川県高等学校文化連盟放送・情報専門部会

（神奈川県高等学校視聴覚教育研究会校内放送委員会）

後援：ＴＶＫ・ＦＭ横浜・朝日新聞社横浜支局・神奈川新聞社・有隣堂

V3im

ａ参加資格

【神奈川県高等学校総合文化祭放送部門】１．２年生とする。
【全国高等学校総合文化祭（福井大会）放送部門】

県大会で優秀な成績を修めた生徒・作品を、順位順に上位から推薦する。

ただし、以下に項目に該当する場合は、全国大会に推薦されない。

＊高文運未加盟枝の生徒及び作品

＊アナウンス・朗読部門の前年度全国大会出場経験者の生徒

＊ＡＰ・ＶＭ部門の前年度全国大会出場経験者が制作代表者の作品

＊ＡＰ・ＶＭ部門で、複数の作品が出場資格を得た学校における下位の作

品

、轌趨」

４日時

２００２年１１月１０日（日）

・受付

・作品提出

・審査

・閉会式

ｇ
ｇ
ｇ
ｏ
５

１
１
１
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一
一
一
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９
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５．会場：県立座間高等学校

６．部門・参加本数・参加費用

表彰

アナウンス・朗読：各１～６位

１位に教育長賞、２～３位に高文運会長賞、

４～６位に高視研会長賞

ｵｰﾃﾞｨｵﾋﾟｸﾁｬｰ：上位６作品

１位に教育長賞、２～６位に高視研会長賞

ビデオﾒｯｾｰｼﾞ：上位６作品

１位に教育長賞、２位に高文運会長賞、

３～６位に高視研会長賞

注１）

…，７．

２００３年度全国高等学校総合文化祭（福井）には次の本数を推薦する。

アナウンス・朗読各３人

ｵｰﾃﾞｲｵﾋﾞｸﾁﾔｰ１作品

ビデオﾒｯｾｰｼﾞ２作品

注２）

神奈川県高等学校総合文化祭放送部門最優秀作品（教育長賞）の表彰は、

平成１４年度かながわ高校芸術祭閉会式（２００３年１月）に芸術祭他部

門とともに行なわれる。

注３）

審査対象作品が少なかった場合は、表彰本数を減らすことがある。

゛麺凹凸ソ

－１９－

アナ 朗読 ｵｰﾃﾞｨｵﾋﾟｸﾁｬｰ ビデオﾒｯｾｰｼ
◆

参加本数 １本 １本 ２本 ２本

参ｶﾛ費用 無料（高文運未加盟枝は６００円/１作品）



８．審査・審査基準

①各部門、教員審査員とＴＶＫ、ＦＭヨコハマからの特別審査員による。

②別紙、「審査の観点」に基づき、審査を行なう。

③規定違反の場合、原則として減点・失格の対象となる。

④詳細は、審査員およびコンテスト運営委員長の協議による。

g、参加申込

２００２年１０月１３日（日）実施済み

１０．ブ＜会=当日○つ妻ミイ寸

①受付ｇ：００～ｇ：２０

受付でプログラムを受け取り、審査会場・番号を確認して、封筒・

スクリプト（２部）・テープに記入する。

②封筒提出ｇ：２０～ｇ：４０（時間厳守）

､i電iヅ

記入を終えた作品封筒を、

係に提出する。

、審査補助刀ｺﾚﾕﾆｰﾑEur｣二ロゴ宝晶

１１．神奈川県高等学校総合文化祭放送部門諸規定

※次年度の全国総合文化祭放送部門参加要領に準ずる。

Ａアナウンス部門

①内容：詩、短歌、俳句などの内容を含んだ話題を全国の仲間に伝える内容

の自作原稿とし、ＪＰＥＧ形式のデジタル静止画像（５枚以内）を併用す

ることができる。ＢＧＭは使用できない。（校内の話題は不可。）

②時間：１分３０秒以内。学校名、氏名を含む。

③審査方法：テープ審査とする。

④使用テープ：アンデパンダン大会・番組制作部門諸規定に準ずる。

⑤録音・再生：アンデパンダン大会・番組制作部門諸規定に準ずる。

⑥計時：アンデパンダン大会・番組制作部門諸規定に準ずる。

⑦ラベル：アンデパンダン大会・番組制作部門諸規定に準ずる。

⑧規格：ＪＰＥＧ形式デジタル静止画像

ア)ビデオﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ（１台）よりパソコンからデジタル静止画像を投影しま

す。

イ)画像データはＣＤ－ＲＯＭにより提出してください。

ウ)画像は台本にしたがい、審査補助生徒が行います。

、｡鍵ジ

－２０－



Ｂ良月言売吉旧Ｆ弓

①内容：郷土にゆかりのある作家及び作品の中から原文のままを－部選ん
で原稿とし、効果音やＢＧＭを併用することができる。

スライドは使用できない。

②時間：２分以内。校名、氏名を含む。

③審査方法：テープ審査とする。

④使用テープ：アンデパンダン大会・番組制作部門規定に準ずる。

⑤録音・再生：アンデパンダン大会・番組制作部門規定に準ずる。

⑥計時：アンデパンダン大会・番組制作部門規定に準ずる。

⑦ラベル：アンデパンダン大会・番組制作部門規定に準ずる。

Ｃヱトーテ雪イフナピクヲニーヤー（△心Ｐ）告旧Ｆ弓

①内容：詩、短歌、俳句等に関連した、カセットテープによるステレオ音声
とＪＰＥＧ形式静止画像（枚数は５０枚）を併用する未発表の作品とする。

ドキュメンタリー形式、ドラマ形式など手法は問わない（ＭＤも可)。

②時間：５分以内。

③使用テープ：アンデパンダン大会・番組制作部門規定に準ずる。

④録音・再生：ステレオ再生。（ＭＤ使用枝は持ち込み再生とする）

⑤計時：アンデパンダン大会・番組制作部門規定に準ずる。

⑥ラベル：アンデパンダン大会・番組制作部門規定に準ずる。

⑦再生・プロジェクタによるデジタル画像上映：全国大会実施要項に準ず

る。

⑧規格：ＪＰＥＧ形式によるデジタル静止画像

ア）プロジェクタは１台。

イ）５０枚以内総容量は５０ＭＢ以内とします。

Ｄ上ごニデフナニツー七三一二＞〔、／Ｉｖｌ〕音ＢＦ弓

①内容：内容･手法は、自由とする。

自校オリジナルのビデオ作品とする。

②時間：５分以内。前後に２０秒のテストパタンを入れる。形式はＮＨＫ

杯全国高校放送コンテスト様式規定７に準じる。動きのあるテス

トパタン、フエーダーを使用したテストパタンは禁止。

③計時：番組本体についてのみ行なう。

④規格：ア)ＶＴＲはＶＨＳ・Ｓ－ＶＨＳとする。

イ)音声はＨｉ－Ｆｉ又はノーマルとする。

⑤ラベル：アンデパンダン大会番組制作部門規定に準ずる。

⑥その他：ＤＶの使用も可とするが、ＤＶ使用枝は、持ち込み再生とする。
上記以外の規定については、ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト

神奈川県大会の実施要領に準じる。

､gfZ曲凸ヅ

､逸騨hソ

－２１－



※共通事項

にしたがって適切に著作権の処理を行って<ださ１８著作権処理について

い。

１２．二二つリフ￣ト’二『葵ヨす－る夫見ブ壷

①神奈川県高等学校視聴覚教育研究会で作成した原稿用紙を使用する。

作品１本（１人）について２部提出する② ◎

卜の様式規定３に従って作成する。

を角２の封筒に入れ、封筒の表には

③第４９回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテス

④スクリプトとテープ（およびスライド）

スクリプトの表紙と同様の記載をする．

⑤スクリプト表紙（及び封筒表書）の見本 (アンデパンダン大会を参考）
､i篭塑

３．その他

上記以外の規定については、ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト神奈川県大会

１

の実施要領に準じる。

､§趨勤

－２２－



第１７回神奈川県高等学校総合文化祭放送部門

役員一覧

主催

神奈川県高等学校文化連盟会長

神奈川県高等学校視聴覚教育研究会

（県高文運放送情報専門部会）会長

１

武夫（県立横須賀高等学校）疋田

勲（県立厚木南高等学校）五十嵐

運営

小林正英（県立大師高等学校）石川

木幡悦子（県立新城高等学校）金子

海部弘（県立多摩高等学校）下田

佐々木新（県立瀬谷西高等学校）上前

２

１校
１

学
校
１
１

等
学
校
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高
等
学
学

名
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第１７回神奈川県高等学校総合文化祭放送部門

審査の観点

＜アナウンス部門＞

①配点と観点

１．点数は１００点法とする。

２．原稿に関する項目を３０点、アナウンスの技術に関する項目を７０点と
する。

３．原稿

・素材の選び方・文章表現の確かさ・内容の深さ
４．アナウンスの技術

・マイクの使い方・発声及び発音・アクセント・プロミネンス
・イントネーション・テンポ・ポーズ

②審査上の留意点

１．基礎的・基本的事項の不備なものに高い評価をしない。（特に鼻濁音、無
声化、語尾の延びについて）

２．元気があって明るいのはよいが、いわゆるコンテスト調（歌い上げる調
子のもの）に高い評価をしない。

３．自然で張りのある若々しいアナウンスを高く評価する。
４．スライドが効果的に使用されている場合には全体的な印象点として合計点

に加味する。

Tdijﾊブ

－２３－



＜朗読部門＞

①配点と観点

１．点数は１００点法とする。

２．原稿に関する項目を３０点、朗読の技術に関する項目を７０点とする。
３．原稿

・作品の選び方・朗読部分の抜き出し方
４．朗読の技術

・マイクの使い方・発声及び発音・アクセント・プロミネンス・イ
ントネーション・テンポ・ポーズ・内容の把握・表現の仕方

②審査上の留意点

１．基礎的・基本的事項の不備なものに高い評価をしない。（特に鼻濁音、無
声化、語尾の延びについて）

２．作り声、過度の感情移入、あるいは自分一人で酔っているような朗読に…
ついては厳しく評価する。

３．自然で、深みがある朗読を高く評価する。

４．効果音・ＢＧＭが効果的に使用されている場合には全体的な印象点とし
て合計点に加味する。

＜オーディオ・ピクチャー部門＞
①配点と観点

１．点数は１００点法とする。

２．脚本点を５０点、制作技術点を５０点とする。
３．脚本点（５０点）

テーマに対し、適切な素材を選び、効果的に表現しているか。
ａ・高校生としてすばらしいできばえである（５０点）
ｂ良く出来た内容である （４０点）

ｃ・内容はよいが、いま－歩（３０点）
ｄ平凡でおもしろくない （２０点）
ｅ、もう少し勉強してみては （１０点）

４制作技術点（５０点）

（１）制作の手法（２）取材の方法や努力（３）企画と構成（４）演出と編集
（５）技術（録音の技術、アナウンスやナレーションの技術、音楽や効果音の使

い方、スライドと音響のリンクなど）

ａ．特に優れている（５０点）ｂ、優れている（４０点）

ｃ・普通である（３０点）．．やや劣る（２０点）
ｅ，はなはだしく劣る（１０点）

②審査上の留意点

１．制作時間及び制作方法に関する参加規定に抵触していないかとうか。

、｡i$艶
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他のコンクールに出品したもの、またはそれを手直ししたものでないかどう

か。

放送局の番組を主体としたものでないかどうか。

２

３

＜ビデオメッセージ部門＞

①配点と観点

１．点数は１００点法とする。

２．脚本点を５０点、制作技術点を５０点とする。

３．脚本点（５０点）

テーマに対し、適切な素材を選び、効果的に表現しているか。

ａ・高校生としてすばらしいできばえである（５０点）

ｂ良く出来た内容である（４０点）

ｃ、内容はよいが、いま－歩（３０点）

ｄ，平凡でおもしろくない （２０点）

ｅ、もう少し勉強してみては（１０点）

４．制作技術点（５０点）

（１）制作の手法（２）取材の方法や努力（３）企画と構成（４）演出と編集

（５）技術（録音・録画の技術、アナウンスやナレーションの技術、音楽や効果
音の使い方など）

ａ．特に優れている（５０点）ｂ、優れている（４０点）

ｃ・普通である（３０点）．．やや劣る（２０点）
ｅ、はなはだしく劣る（１０点）

②審査上の留意点

１．制作時間及び制作方法に関する参加規定に抵触していないかどうか。
２.他のコンクールに出品したもの、またはそれを手直ししたものでないかどう
か。

３．放送局の番組を主体としたものでないかどうか。

咄凹､■『
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第１７回神奈川県高等学校総合文化祭放送部門

審査員一覧

＜アナウンス部門＞

◎横須賀真（県立柿生）

杉浦敏明（県立豊田）

三宅義人（捜真女学校）

荒木敏行（日本大学）

山中広行（県立多摩）

＜朗読部門＞

◎中津川雅則（県立平塚江南）

畠山純一（県立追浜）

相澤英樹（麻布大学附属渕野辺）
山本良子（県立金井）

（Fmyokohama）

＜ｵｰﾃﾞｨｵﾋﾟｸﾁｬｰ部門＞

◎井浦弘（県立六ツ川）

中沢邦治（県立大和西）

吉田健一（県立神奈川総合）

野中俊男（向上）

干葉祥一（県立白山）

＜ビデオﾒｯｾｰｼﾞ部門＞

◎関広行（県立大和東）

武由里子（県立小田原）

両毛明史（県立足柄）

渡邊弘（法政大学第二）

内田慎一（ＴＶＫ）

､■i蕊，

第１７回神奈川県高等学校総合文化祭放送部門

エントリーー覧

【アナウンス部門】

霞
､iiiiiツ

辺

ア
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！
読

咄辿宰ブ

【オーディオピクチャー部門】

ＮＣ 名鈴

７ムーＬ口上 ＦＴ四m
８±7 冊＝写?■I■■
９ム立女鍔 ｒＦ刑汀?■I■■
，。ム土圭缶二閏■■■■
１１立 田■写＝■

Ｎ◎ 缶名氏出

１立大西

２立座且１

３土足２

４±＝川エ案一叶百２

５ムヱ去政大措＝

６県立平塚工南兼石弘

【ビデオメッセージ部門】

震iｆ
翼&出自Ｐ

－２７－

部門】 が
ＮＣ 学校名 氏名 学年

１ 県立追浜 大貫賢志 ２

２ 県立横浜日野 鈴木香苗 １

３ 県立神楽}Ⅱ総合 原田朋美 ２

４ 県立六ツ川 田島真吾 ２

５ 県立元石川 川崎ゆかり ２

６ 県立大和東 星上尚子 ２

７ 県立鵡貝 笠井一樹

８ 県立多摩 渡辺雅子 １

９ 私立麻布大学附属渕野辺 豊島奈緒 １

1０ 私立逗子開成 藤井亮太 １

1１ 私立向上 星野真実 ２

1２ 県立足柄 伊藤洋子 ２

1３ 私立速政大学女子 宮崎腿実 ２

N◎ 学校名 氏名 学年

７ 私立向上 中村隆之 ２

８ 県立永谷 山本永緒紀 １

９ 私立捜真女学校 長谷川綾香 １

1０ 私立法政大学第二 荒井健一 １

1１ 県立座間 太田彩香 １

N◎ 学校名 氏名 学年

１ 県立大和西 小林達也 １

２ 興行座間 豊島杏奈 １

３ 県立足柄 伊藤洋子 ２

４ 県立神奈川エ業 戸叶裕司 ２

５ 私行湊赴大学箪二 岡部真典 １

６ 県立平塚江南 兼石崇弘

ＮＣ 学校名 氏名 学年

1１ 私立日本大学 竹下正洋 １

1２ 私立法政大学第二 大山慎史 １

1３ 私立東海大相模 組原寛之 １

1４ 私立相模女子大学 潤水絵理 ２

1５ 県立大師 高橋恵美 ２

1６ 県立座間 大谷広樹 １

1７ 県立大和西 沢田魅月 １

1８ 私立向上 小竹槙太郎 ２

1９ 私立日大藤沢 竹内美貴 ２

Ｎ◎ 学校名 氏名 学年

１ 県立神奈川エ業 平井大輔 ２

２ 唾古座問 加島慎也 ２

３ 県立金井 平野賢治 ２

４ 県立永谷 和田昌久 ２

５ 私立生政大学第二 西村憲彦 １

６ 県立大和童 佐藤進也 ２

７ 県立平塚江南 橋本真喜子 ２

８ 私立麻布大学付属渕野辺Ｉ松田拓也 １

９ 私立日大藤沢 鈴木エリカ ２

1０ 県立追浜 大貫賢志 ２

NＣ 学校名 氏名 学年

1４ 私立注政大学第二 田上欝音 ２

1５ 県立大師 高機恵美 ２

1６ 県立小田原 柚村渡 ２

1７ 県立有馬 渡辺霞 ２

1８ 私立； 目洋 石川仁史 １

1９ 県立相模田名 押久保千尋 ２

2０ 私立日大藤沢 奥山菜央 ２

２１ 県方白山 佐野葵 ２

2２ 県立平塚江南 上野純一 ２

2３ 県立大和西 沢田魅月 １

2４ 私立日大 関根一樹 １

2５ 県立金井 安中眞理子 １



神奈川県高等学校総合文化祭の紹介

「神奈jll県高等学校総合文化祭放送部門」は神奈川県高等学校文化連盟が主催

する「神奈川県高等学校総合文化祭」の放送部門として行われています。総文祭

には全部で２３の部門があり、放送部門もそのうちの一部門です。

各部門は毎年１１月から翌年の１月|こか|ナて県下の各地でそれぞれの催しを行

っています。

「神奈川県高等学校総合文化祭」の開会式は１０月２７日（±）に県立音楽堂

で行われました。開会式は来年１月１８日（±）に．横浜西公会堂で行われる予

定です。今回の総合文化祭放送部門の優秀作品の表彰は、この閉会式で他の部門

と共に行われます。

「神奈川県高等学校総合文化祭」の開会式、開会式運営には、放送関係から次

の方々が携わっています。

､ii閨iツ

１．式の運営

県窩文運

同

同

同

同

同

（県立厚木南高等学校）

(県立多摩高等学校）

(県立柿生西高等学校）

(県立横須賀高等学校）

(法政大学第二高等学校）

(法政大学第二高等学校）

五十嵐勲

海部弘

小林正英

金子英樹

北詰昌孝

林聡

放送情報専門部部会長

理事

事務局長

編集委員

総合文化祭実行委員

総合文化祭生徒委員

２．開会式司会

江里子(県立多摩高等学校）

真鈴（富士見丘高等学校）

山崎

沖久

３．開会式司会
、凹鑑ヅ

(法政女子高等学校）

(県立多摩高等学校）

正垣知美

子安由利子

４．開会式記録

法政大学第二高等学校

５．開会式記録

法政大学第二高等学校

－２８－



2002年度放送アンデパンダン大会･県高等学校総合文化祭放送部門大会出場枝及び参加本数一覧

Ⅱi越苗プ

〔甦幽"
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校名 アナウ
ンス

朗読 ＤＪ 報道 文芸 放送
園１

計 アナウ
ンス

朗読 ＡＰ ＶＭ 計

積浜地区

１ 県立鶴見 １ １ １ ３ １ １

２ 県立翠嵐 ４ ２ ６ 0

３ 県立神奈川エ業 ４ １ ５ １ １ ２

４ 県立横浜日野 １ １ １ １ ２

５ 県立市が尾 １ ２ ３ 0

６ 県立金井 １ ２ １ １ ５ １ ２ １ ４

７ 県立野庭 ２ ２ ４ 0

８ 県立瀬谷西 １ １ １ １

９ 県立汲沢 ２ ２ 0

1０ 県立豊田 ２ ２ 0

1１ 県立白山 ０ １ １

1２ 県立元石川 ２ ４ ６ １ １ ２

1３ 県立永谷 １ １ １ １ ２

1４ 県立六ツ川 ４ ４ ８ １ １ ２

1５ 県立神奈総 ３ ４ １ ８ １ １ ２

1６ 市立戸塚 ３ ３ ０

1７ 市立金沢 ４ ４ ０

1８ 市立南 ３ ３ 0

1９ 私立富士見 ２ ４ ６ １ １

2０ 私立捜真 ３ ３ １ １ ２

2１ 私立法政女子 ２ ４ ２ １ ９ １ １ ２

2２ 私立日本大学 １ １ ２ １ １ ２

川崎地区

2３ 県立多摩 １ ４ １ １ ７ １ １ ２

2４ 県立新城 １ １ １ １

2５ 県立大師 １ ２ ３ １ １ １ ３

2６ 市立川崎商業 １ １ 0

2７ 私立:央政第二 ４ ５ １ １ １ １ 1３ １ １ ２ ２ ６

横須賀･三浦地区

2８ 県立茅ヶ崎 １ １ 0

2９ 県立追浜 ２ １ １ ４ １ １ １ ３

3０ 私立逗子開 戎 １ １ １ １

;ＩＢＰ同ｴ、陛旦

3１ 県立平塚江南 ３ ４ １ １ ９ １ １ １ ３
3２ 私立日本大学藤沢 １ １ １ １ ２ ４

。Ｌｲ曰・四HEZnul基

3３ 県立座間 ２ ５ １ ８ １ ２ ２ ５
3４ 県立海老名 ２ １ １ ４ ０
3５ 県立大和東 ４ ３ ７ １ １ １ ３
3６ 県立有馬 ２ １ １ ４ １ １ ２
3７ 県立大和西 ３ ４ １ ８ １ １ １ １ ４
3８ 県立相模田名 １ １ １ ３ １ １ ２
3９ 私立相模女子大学高菖 １ １ １ １ ２
4０ 私立淵野辺 ３ １ １ ５ １ １ １ ３
4１ 私』 Z東海大学附属相＃ １ １ １ １
4２ 私 Z向上 ３ ３ １ １ １ ３
4３ 県）

Ｌ

Ｌ ノ ､田原 １ １ １ １
4４ 県， ZR且柄 ２ ２ １ １ ６ １ １ １ ３
4５ 私‘ Zネ目洋 ５ ５ １ １
計 4７ 1０２ ７ ４ ６ 1６ 1８２ 2３ 2６ 1１ 1９ 7９



諸注意

'・校舎・体育館は土足厳禁です。上履きを忘れた人は昇降口でスリッパを購
入してください。会場枝のスリッパは使用しないでください。

2．生徒控え室は南棟１年１．２．３組と第３第４演習室です。他の場所では飲
食をしないでください。．

３．ゴミは持ち帰りです。

4.立入禁止区域には入らない、教室の私物には手を触れないなど、あらゆる点
で会場枝に迷惑をかけないよう考えて行動してください。 bquiil

5.審査中は静かにしてください。特に会場内や廊下などは静かにしてください。
会場の出入りは審査の合間に行ってください。

e・作品・スクリプトの提出は当日の：朝会場で行います。
提出時間に遅れないように注意してください。

発声練習は体育館の西側で行ってください。

アナウンスＰ朗読の出場者は早めに各会場で待機してください。

７．
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